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の F1: 速度の平均（1次元）, F2: 歪みの平均（1次元）, F3: 速
度の平均と 歪みの標準偏差（2次元）, F4: 速度の平均と標準
偏差, 歪みの平均と標準偏差（4次元）を特徴量とした場合の押
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Fig. 1 指先感覚を阻害しない位置歪みセンサ 
 
Fig. 2 異なる特徴量による押し込み及びなぞり
操作の認識率の比較 
 
Fig. 3 形状の異なる弾性体に対する押し込み
及びなぞり操作の識別 
